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抄録： 小学校の理科教科書で取り上げられてきた観察などの学習活動について、「どの季節に行う活動か」と、「ど

のくらいの時間をかける活動か」を、植物学習について調べた。調査結果を踏まえ､小学校での植物学習の活動のあ

り方について「季節」と「時間スケール」の視点から考察した。
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はじめに

自然を学んでいく上で、観察や実験など、自然に直接かかわる活動体験の役割は大きい。

筆者らは、科学を職業としない人たちも対象とした初等･中等教育で、これからの時代に必要かつ有

意義な直接体験はどのようなものか、を探っている。その一環として、これまでどのような学習活動

が取り上げられてきたかを、さまざまな教材資料で調査している。

本報では小学校における植物学習の活動に着目し、下記の資料でどのような観察や実験が取り上げ

られているか調べた結果を報告する。

Ⅰ．資料

調査した資料を表１と文献欄に示した。

表１．調査した資料

調査した資料 調査した教科書が
（文部省検定済教科書） 準拠している学習指導要領

大木道則ほか著（1979）啓林館発行理科教科書 1977年公示学習指導要領
(小学校３～６年) (第４期)

大木道則ほか著（1991&1996）啓林館発行理科教科書 1989年公示学習指導要領
(小学校３～６年) (第５期)

Ⅱ．方法･手順

１．［学習活動の抜き出し］

まず上記資料の中の、植物を対象とした観察や実験など学習活動を抜き出した。抜き出す

際は、ひとまとまりの活動を１項目とした（１項目すなわち“ひとまとまりの活動”の具体

例については表２を参照）。
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２．［学習活動の分類］

抜き出された全項目を、次のように、２つの視点（アとイ）で分類し、表にあらわした。

視点ア「学習活動を行う季節」→ 春、夏、秋、冬に分類

視点イ「学習活動にかける時間のスケール」→ 次の①～⑤に分類

① 分・時間スケール … １時間以内～１日以内の活動

例．アブラナのおしべとめしべの数を数える。

② 日・月のスケール … 何日か、あるいは１～２ヶ月ほどかける活動

例．日おおいをしたものと、していないものとで成長の違いを見る。

③ 季節のスケール … 季節をまたぐ活動

例．夏のイチョウの葉と枝を、春のころと比べ観察する。

④ １年間以上のスケール… １年以上かける活動

例．木や森は、多くの草木が影響しあいながら育っていることについて継続観察を行う。

⑤ 時間スケールを限定しない活動

Ⅲ．結果と考察

結果を表２と表３に示した。

表２．小学校理科教科書（啓林館発行）３～６年に挙げられている植物学習の活動。
４期･５期ごとに｢活動の季節｣と｢時間スケール｣で分類した表。各項目末尾の括弧内に学年･巻(４学年以上)･頁をこの順に示した｡

表２ａ．第４期（1977年公示学習指導要領準拠）の教科書。

時間 季節 春 夏 秋 冬
のスケール に行う活動 に行う活動 に行う活動 に行う活動

分～時間 ▽春のイチ ▽花びらや ▽たねが発 ▽雑草の根 ▽木の枝を ▽カボチャ ▽ヘチマは ▽イチョウ
のスケー ョウの新芽 おしべ・め 芽するとき を土ごと掘 ポリエチレ の花粉をス 秋には実が の 枝 の 先
ル を 観 察 す し べ の 形 の養分は、 り出し、根 ンの袋で包 ライドガラ 熟し、中に や､葉がつ

る。（３ p4）や、葉や花 子葉や胚乳 のはってい ん で ､ 枝 スに取り、 新しいたね いていた付
びらの枚数 などに含ま る様子を観（葉)から蒸 顕微鏡で観 ができてい け根の部分

▽ 春 に な を調べる。 れているの 察する。（５ 発している 察する。（６ ることを確 を観察し､
り、草木の （３ p9） かどうかを 上 p48 ） ことを確か 上 p47） かめる。（３ 新しい芽が
目立ってき ヨウ素液で める｡(５上 上 p41） 出ているの
た様子（若 ▽アブラナ 確かめる。 ▽草木の根 pp45,55） ▽カボチャ かどうかを
葉、花など）の花のさき（５上 p12）についてい のめ花の中 調べる｡３
をさがす。 方を調べる る 土 を 洗 ▽カボチャ のめしべの pp74,78)
（３ p4） ため、いろ い、根の先 のお花とめ 先に、花粉

いろな様子 の方を解剖 花、および がついてい ▽野草の芽
▽イチョウ のつぼみや 顕微鏡で観 アブラナの ないかどう 生えの根元
を観察する 花を採り、 察する。（５ 花それぞれ か を 調 べ を 観 察 す
際、観察を 花がさく順 上 p49） の切断図を る。（６上 る｡３ p94）
するポイン に並べて観 載せ、見比 p51）
ト（札や目 察する。（３ ▽根毛から べる。（６上
印 を つ け p10） 根に入った p45）
て）を決め 水の通り道
てから、観 ▽ダイコン を調べるた ▽一本のカ
察する。（３ やチューリ め、赤イン ボチャの茎
p6） ップ、ツツ キの水にホ に咲いてい

ジの花のつ ウセンカを る花を観察
▽アブラナ くりと、ア さしておく して、花に
の 花 の 形 ブラナの花 実 験 を 行 よって形や
は、どの花 のつくりと う。（５上 つくりに違
も同じなの を比べる。 p52） いはないか
かどうかを （３ p12） や、花のつ
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時間 季節 春 夏 秋 冬
のスケール に行う活動 に行う活動 に行う活動 に行う活動

分～時間 調べる。（３ ▽ヘチマな くりを調べ
のスケー p8） ▽インゲン どのつる植 る。（６上
ル マメのたね 物で､①高 p45）

▽アブラナ を割って､ い位置と､
の花の、が つくりを観 ②低い位置 ▽カボチャ
く･花びら･ 察し､中に のそれぞれ のめしべと
おしべ･め 胚があるこ で切った先 おしべの違
しべを順に とを確かめ をビンの中 いを、それ
はがしてい る。（５上 に入れ、上 ぞれの先端
き、それら pp10,11,1 と下のどち を指先で触
を並べて観 4） らが多くの っ て 調 べ
察する。（３ 水を出すか る。（６上
p9） を 実 験 す p46）

る。（５上
p55）

日～月の ▽１本のア ▽ジャガイ ▽ 発 芽 に ▽日おおい ▽カボチャ ▽秋に芽を 無し
スケール ブラナに注 モの一部の は、空気も をしたもの の花粉のは 出したアブ

目し、花は かぶに日お 必要である と、しない たらきを確 ラナとホウ
どういった おいをし、 ことを、水 もので成長 か め る た センカが育
順で咲くの 日光の当た を入れたビ の様子を比 め、花粉を つのかどう
かを観察す り 方 を 変 ーカーに空 べる。（４上 つけため花 かを観察す
る 。（ ３ え、日おお 気ポンプを pp29,30） とつけない る 。（ ３
p10） いをしない 送る実験方 め花がどの pp75,78）

ものとの育 法で確かめ ▽ジャガイ ように変わ
▽さき終わ ち方を比べ る。（５上 モの葉ので っていくの
った花の、 る。（４上 p18） んぷんので か を 比 べ
どこが実に p11） き方は、日 る。（６上
なっていく ▽野山や空 光の当たり pp49,50）
のかを調べ ▽インゲン き地の土に 方によって
る 。（ ３ マメの発芽 肥料がある 違いがある
pp10,11） の様子を観 のかどうか か ど う か

察する。（５ 調 べ る た を、ヨウ素
▽アブラナ 上 p4） め､野山の 液を使って
の実のでき 土と洗った 調べる。（４
は じ め か ▽たねの発 砂とで､植 上 p33）
ら、たねが 芽には、温 物の育ちの
散るまでの 度が関係し 違いを比べ ▽ジャガイ
時間の流れ ているのか る。（５上 モの日なた
を 観 察 す どうかを実 pp18,19） と日かげで
る 。（ ３ 験 で 調 べ の育ちの違
p11） る。（５上 ▽ヒマワリ いを比較し

pp6,7,14） のたねを、 ながら、観
▽イチョウ 混み具合を 察する。（４
の枝の若葉 ▽たねの発 変 え て 植 上 p35）
の変化を観 芽には、水 え、育ちに
察する。（３ がいるのか よる違いを ▽水は主に
p12） どうかを調 比べる。（６ 草木のどの

べるため、 上 pp21, 部分から蒸
▽アブラナ 水の与え方 22） 発している
のめしべが を､①水を かを知るた
実になって やらない､ ▽大きなヒ め、ホウセ
いくことを ②地面がし マワリの下 ンカの､葉
観察する。 めるくら にある小さ を全て取っ
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時間 季節 春 夏 秋 冬
のスケール に行う活動 に行う活動 に行う活動 に行う活動

日～月の （３ p14） い､③たっ なヒマワリ たものと、
スケール ぷ り 与 え が良く育た 取っていな

▽ヘチマの る、という ないのはど いものを比
た ね を 育 ように変え うしてかを 較する。（５
て、つるが て調べる。 調 べ る た 上 p46）
伸びていく （ ５ 上 め、小さな
様子に着目 pp6,14） ヒマワリに ▽カボチャ
して観察す 肥料や水を の実は、お
る 。（ ３ ▽たねは土 与え、育ち 花、め花の
p15） が な く て 方 を 比 べ どちらにで

も、発芽す る。（６上 きるかを観
▽ジャガイ るのかどう p23） 察する。（６
モを水につ かを､①何 上 p48）
けて、出た も 与 え な
芽が茎や葉 い､②少量
に な る の の土を与え
か、また根 る､③土を
はどこから たっぷり与
出てくるの えるの条件
か を 調 べ で 実 験 す
る。（４上 る。（５上
p5） pp7,14）

季節のス ▽イチョウ ▽夏のイチ ▽イチョウ ▽秋から冬
ケール の新芽の長 ョウの葉と の葉は先の にかけて、

さを記録す 枝を、春の 方から黄色 どのような
るなど､草 ころと比べ く色づくこ 花（サザン
木が春から て 観 察 す とを、観察 カ、フクジ
どのように る 。（ ３ によって確 ュ ソ ウ な
変化してい p34） かめる。（３ ど）が見つ
くのか継続 p72） かるかを調
観察する。 べる。（３
（３ p6） p74）

▽同じ位置 ▽イチョウ
から見た樹 の 芽 の 姿
木と野草の を、冬のこ
様子を、春 ろと初春を
夏秋冬にか 迎えるもの
けて撮った と で 比 べ
写真を比べ る 。（ ３
る。（６上 p92）
p29）

▽山・田畑
の季節の変
化を観察し
て、四季の
流 れ を み
る 。（ ３
pp98,99）

１年間以 ▽木や森の 無し 無し 無し
上のスケ ように､大
ール きな木が混

み合って生
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時間 季節 春 夏 秋 冬
のスケール に行う活動 に行う活動 に行う活動 に行う活動

１年間以 えていると
上のスケ ころでも､
ール 多くの草木

が影響しあ
いながら育
っているこ
とについて
観察する｡
(６上 p25)

時間スケ ▽話し合い 無し 無し 無し
ールを限 の中で、草
定しない 木を調べる

ポイントを
定める。（３
p６）

表２ｂ．第５期（1989年公示学習指導要領準拠）の教科書。

時間 季節 春 夏 秋 冬
のスケール に行う活動 に行う活動 に行う活動 に行う活動

分～時間 ◇植物の地 ◇ヘチマの ◇葉へいっ ◇オシロイ ◇カボチャ 無し ◇落葉した
のスケー 下 の 部 分 葉の枚数を た水のゆく バ ナ な ど のお花は、 枝 を 観 察
ル は、どのよ 調べる。（４ えを調べる で、たねは おしべとが し、芽のよ

うになって 上 p7） ため、ヒメ どこについ くがあり､ うなものが
いるのかを ジョンの葉 ているのか 花びらの下 ないかどう
調べる。（３ ◇かいぼう をすべて取 を 観 察 す に膨らみの か を 調 べ
p4） 顕微鏡を使 っ た も の る 。（ ３ ないことを る。（４下

って、アブ と、そのま p46） 観察する。 p28）
◇草全体を ラナのめし まのものと （５上 p39）
支えている べの先（柱 を、それぞ ◇草木は一 ◇冬の野草
のはどの部 頭）を調べ れビニール 日 の う ち ◇カボチャ の様子を調
分なのかを る。（５上 袋 に か ぶ に、いつ頃 のおしべと べる。（４下
調べる。（３ p4） せ、袋の内 大きく成長 めしべの色 p28）
p4） 側の様子を す る の か の様子を調

◇身近に見 調べる｡(６ を、ヘチマ べる。（５上 ◇気体検知
◇葉はどこ られる野草 上 p18) を使って、 p40） 管 を 使 っ
についてい にも、おし 午前９時、 て、植物に
るのかを調 べとめしべ ◇根から取 正午、午後 ◇カボチャ かぶせたビ
べる。（３ があるのか り込んだ水 ３時で、伸 のおしべと ニール袋の
p4） どうかを調 は、葉の表 びの長さを めしべのつ 中の空気を

べる。（５上 面 の 穴 か 調べる。（４ くりを調べ 調べる。（６
◇ヨモギや p6） ら、水蒸気 上 p28） る。（５上 p48）
ハルジオン となって空 p40）
などの全体 ◇おしべと 気中に出て ◇オシロイ
像を観察し めしべの観 行 く こ と バナのよう ◇カボチャ
て、スケッ 察から、実 を､袋をか に、草木の のおしべと
チする。（３ はめしべが ぶせた実験 花が夜に開 めしべの表
pp4,5） 育ってでき で、確かめ くものがあ 面（先端）

たものと考 る。（６上 ることを観 の様子を調
◇植物を手 えてよいか p18） 察する。（４ べる。（５上
で触れなが どうかを考 上 p30） p40）
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時間 季節 春 夏 秋 冬
のスケール に行う活動 に行う活動 に行う活動 に行う活動

分～時間 ら、調べて える。（５上 ◇植物で取
のスケー みる。（３ p6） り入れた水 ◇ ネ ム ノ ◇カボチャ
ル pp5,７） の出口を顕 キ、タンポ のおしべと

◇カボチャ 微鏡で観察 ポなどを一 めしべの先
◇スズメノ のたねの断 する。（６上 日観察し、 を、指先で
テッポウ、 面図を観察 p19） 植物の成長 触って、比
ヨ モ ギ な する｡(５上 の仕方は時 べてみる。
ど､いろい p6) ◇数枚のジ 刻によって（５上 p40）
ろな野草の ャガイモの 違うのかど
つくりを観 ◇たねに養 葉に､アル うかを調べ ◇カボチャ
察 し ､ 根 ､ 分が含まれ ミはくを時 る。（４上 のおしべの
茎､葉から ているのか 間をずらせ p31） 先について
できている どうかを、 てかぶせて いる花粉の
ことを確か ヨウ素液に 日光が当た ◇カボチャ 形を、顕微
める。（３ つけて調べ る時間を変 の花は、ど 鏡 で 調 べ
p6） る。（５上 え、ヨウ素 の花も同じ る。（５上

p11） でんぷん反 つくりなの pp40,41）
◇草木は、 応 を 比 べ かを、調べ
根、茎、葉 ◇たねの中 る。（６上 る。（５上 ◇ カ ボ チ
でできてい に、養分と pp23,24） p38） ャ、ヘチマ、
ることを学 根・茎・葉 マツの花粉
ぶ。（３ p7）になる部分 ◇ヒマワリ ◇カボチャ の形を顕微

があること やジャガイ の花は、ア 鏡で調べ、
◇土を取り に着目して モなどを真 ブラナの花 形をスケッ
除いたオシ 観察する。 上から見る と違い､お チする。（５
ロイバナや（５上 p12) と、たくさ 花にはおし 上 p41）
ホウセンカ んの葉が日 べが、め花
の根の様子 ◇根の様子 光に当たる にはめしべ
を 観 察 す を水で洗っ ように広が があること
る。（３ p9）て観察し､ っているこ を確かめる

太 さ や 長 とを観察す る。（５上
◇発芽の拡 さ､広がり る ｡ ( ６ 上 p38）
大 写 真 か 方 を 調 べ p26)
ら、芽が出 る ｡ ( ６ 上 ◇カボチャ
る瞬間の様 p15) の花のめ花
子を学習す は、めしべ、
る。（３ p9）◇根のつい がく、がく

た植物を食 の下にある
◇ヘチマの 紅でいろを 子房に着目
葉の大きさ つけた水に して、観察
を調べる。 入れ、根か する。（５上
（４上 p7） ら取り入れ p39）

た水のゆく
えを確かめ
る。（６上
p16）

日～月の ◇根・茎・ ◇アブラナ ◇トウモロ ◇「さし木」◇受粉した 無し ◇木の枝の
スケール 葉はたねか の花のどの コシのたね から、草木 め花と、受 芽がどのよ

らどのよう 部分が育っ を使って、 は根、茎、 粉しないめ うに変化し
に育つのか て実になる 発芽し始め 葉がそろっ 花とで、子 ていくのか
を、実際に のかを調べ のころと、 てはじめて 房の育ち方 を調べる。
ホウセンカ る。（５上 本葉が３枚 育つことを を比べる。 （４下 p52）
などのたね p5） のころでは 確かめる。 （５上
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時間 季節 春 夏 秋 冬
のスケール に行う活動 に行う活動 に行う活動 に行う活動

日～月の を育てて調 でんぷん量 （３ p26） pp42,43,4
スケール べる。（３ ◇アブラナ が違うこと 5）

p8） の「若い実」を確かめる ◇ヒヤシン
から「熟し 実 験 を 行 スやチュー ◇カボチャ

◇枝を決め た実」への、う。（５上 リ ッ プ な のめしべが
て、葉の様 時間の流れ p12） ど､草花に 受 粉 す る
子と枝の伸 を調べる。 は、たねか と、子房が
び を 調 べ （５上 p5） ◇たねは水 らだけでな 育って実に
る。（４上 を与えると く、球根か なっていく
pp4,5） ◇アブラナ 発芽するこ ら育つもの ことを､観

の実が熟す とを確かめ もあること 察によって
◇自分が選 まで、継続 るため、集 を､観察に 確かめる｡
んだ枝は、 観察する。 めた草花の よって確か ( ５ 上
一週間でど （５上 p5） たねを、水 める。（３ pp44,45）
れ だ け 伸 に一日ほど p46）
び、色が変 ◇インゲン つ け て お ◇インゲン
わるのかを マメの育ち く。（５上 ◇ 草 木 に マメのたね
観察する。 から、発芽 p15） は、天気に の養分を、
（４上 p5） の様子を学 ◇新しいい よってどん ①そのまま

習する。（５ ものでき方 なちがいが の状態､②
◇観察する 上 pp8,9） は、日当た 見られるか 半分取る､
対象物の場 りによって を調べる。 ③ 全 部 取
所を定め、 ◇土の中の 違ってくる（４上 p29）る､の３つ
野草がどの 発芽の様子 ことを、日 の条件で、
ように変化 を見られる おおいをし ◇木の枝が 成長の様子
していくの ようにし、 て 実 験 す どれだけ伸 を比べる。
かを記録す 根から成長 る。（６上 びたのかを（５上 p47）
る。（４上 している様 pp21,22, 調べる。（４
p6） 子を観察す 23） 上 p42）

る。（５上
◇ヘチマの p9） ◇よく晴れ ◇ヘチマの
茎の伸び方 た日の午後 茎の伸びの
を調べる。 ◇インゲン の葉と、そ 変化を、グ
（４上 p7） マメのたね の次の日に ラフにしな

は、土以外 取った葉の がらまとめ
◇花びらが （脱脂綿） でんぶん量 る。（４上
散 っ た あ に ま い て の違いを比 p42）
と、どの部 も、発芽す べる。（６上
分が実にな ることを実 p24） ◇ヘチマの
るのかを調 験する。（５ 花が咲いた
べる。（５上 上 pp10, 後の様子を
p4） 11） 調べる。（４

上 p42）
◇アブラナ
の花が散っ
て落ちるの
はどの部分
なのかを調
べる。（５上
p5）

季節の ◇冬から春 ◇野草の生 無し ◇秋に、木 ◇春から冬
スケール に移り変わ えている場 の 枝 を 調 にかけて、

る植物の姿 所を囲い べ、夏のこ 観察してき
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時間 季節 春 夏 秋 冬
のスケール に行う活動 に行う活動 に行う活動 に行う活動

季節の を、継続し （コードラ ろ と 比 べ たものをま
スケール て 観 察 す ート）､季節 る。（４下 とめ、季節

る。（４上 による野草 p14） と植物との
pp2,3） の育ちを継 関わりを考

続的に観察 ◇ソメイヨ える。（４下
◇木を決め する。（４上 シノを､夏 p56）
て､季節毎 p7） のころから
の様子を継 ほとんど伸
続観察し､ びていない
暖かくなる ことに着目
につれてど して観察す
のように変 る。（４下
化していく p15）
のかを調べ
る。（４上 p4） ◇夏と秋と

の草花の様
◇遠くから、 子を、継続
樹木全体が し て 観 察
どのように し、違いを
変化してい みる。（４下
くのかを継 p15）
続観察する。
（４上 pp4,5）

１年間以 無し 無し 無し 無し
上のスケ
ール

時間スケ 無し 無し 無し 無し
ールを限
定しない

表３．小学校理科教科書（啓林館発行）３～６年における植物学習の、活動項目数の内訳。

表 3a．第４期(1977年公示学習指導要領準拠)の教科書｡ 表 3b．第５期(1989年公示学習指導要領準拠)の教科書｡

季節 計 季節 計
時間の 春 夏 秋 冬 時間の 春 夏 秋 冬
スケール % スケール %

分～時間 10 10 1 2 23 42% 分～時間 24 14 0 3 41 54%

日～月 16 6 1 0 23 42% 日～月 17 9 0 1 27 35%

季節 2 1 1 3 7 12% 季節 4 0 3 1 8 11%

１年間以上 1 0 0 0 1 2% １年間以上 0 0 0 0 0 0%

限定無 1 0 0 0 1 2% 限定無 0 0 0 0 0 0%

30 17 3 5 55 100% 45 23 3 5 76 100%
計 計

% 55% 31% 5% 9% 100% % 59% 30% 4% 7% 100%



１．活動を行う季節について

４期の教科書も５期の教科書も、取り上げられ方の傾向は似かよっていた。すなわち両者とも、春

の実施を想定している項目が最も多く、次いで夏、冬、秋の順であった。

特に注目されたのは、秋の活動が大変少ないことである（中身については、表２の「秋に行う活

動」欄参照）。

秋は、深まりとともに、多くの植物が徐々に不活発になって来る時期である。しかし秋は、多くの

植物がそれぞれのやり方で種子を散布し、人間との関わりの点からも、食べられる実や遊べる種子

（〝ひっつきむし〟やドングリなど）が豊富な季節でもある。

植物への親しみを育んでいく上でも、植物をその生涯の中で捉える視点を育んでいく上でも、秋の

活動の意味は大きいと思われる。

秋の学習活動の扱いは、今後のカリキュラム整備における、論点の１つであると考える。

２．活動にかける時間のスケールについて

４期の教科書も５期の教科書も、取り上げられ方の傾向は似かよっていた。すなわち両者とも、「分

～時間」のスケールでの活動が最も多く、次いで「日～月」（４期では同数）、「季節」、「１年間以上」

の順であった。

「分～時間」の活動と「日～月」の活動を合わせると、４期は 84%、５期は 89%に達した。

一方、「１年間以上」の活動は４期で１項目（2%）、５期は皆無であった。「季節」の活動と「１年

間以上」の活動を合わせても４期 14%、５期 11%であった。

すなわち、調査した教科書では、比較的短時間で捉えられる現象に重点を置いて学ぶようになって

いた（具体的な活動については表２を参照）。

比較的短時間で現象が捉えられる「分～時間」や「日～月」のスケールでの学習活動は、〝植物が

生きていること〟への初期段階での気づきを促す点で大切な学習だと考える。

一方で、季節変化や経年変化など、より長期的時間スケールの現象が存在することへの気づきも、

「人間と自然の関係」への理解や「人間の活動を大自然の営みの中で捉える」見方に連なる大切な学

びである。

季節変化や経年変化にかかわる学習活動の扱いも、今後のカリキュラム整備における論点の１つで

あると考える。

今後のカリキュラム整備における「季節のスケール」の手がかり例として、「イチョウやサクラなど、

観察する木を１本を定めるなどして、その様子を１年間間観察する（表２の「季節のスケール」欄）、

「校庭の舗装されていない部分を（例えば数十 cm四方）囲ったり、土だけ入れて屋外に放置したコン

テナを１年間間観察する（広木 2012）」などを活かしたい。

さらに、小学校の６年間という在学期間を活用し、複数年のスケールでの活動も取り入れたい。「１

年間以上」の時間スケールでの学習は、「十年スケール、百年スケール、千年スケール、万年スケール、

……」と、自然界に、より大きく、巨大な時間スケールの動きや変化が存在することに目を向けて行

くこと（塩崎 2009）に連なる活動として大切だと考える。

なお本稿は、第二著者担当の大学院授業（理科教育特論）において、第一著者が執筆した論文草稿

（塩崎 2007）のうちの一部を第二著者が再整理したものである。
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